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　はじめに

ヒイラギ科魚類 Leiognathidaeは筒状に突出す

る口をもつことが特徴で（Woodland et al., 2001），

日本近海から 15種が知られている（瀬能，2013; 

Miki et al., 2017）．宮崎県から大隅半島東岸にか

けての九州東岸においては，南日本に広く分布す

るオキヒイラギ Equulites rivulatus (Temminck and 

Schlegel, 1845) や ヒ イ ラ ギ Nuchequula nuchalis 

(Temminck and Schlegel, 1845)が多獲され，食用

となるほか，琉球列島において普通種とされるタ

イ ワ ン ヒ イ ラ ギ Eubleekeria splendens (Cuvier, 

1829) やコバンヒイラギ Gazza minuta (Bloch, 

1795)，ネッタイヒイラギ Photopectoralis bindus 

(Valenciennes, 1835)なども散発的に得られ，さら

には日本国内の他地域からの記録がほとんどない

ホソウケグチヒイラギ Deveximentum indicum 

(Monkolprasit, 1973)やカドガワウケグチヒイラギ

Deveximentum interruptum (Valenciennes, 1839)が記

録されるなど，独特かつ，多様性の高いヒイラギ

科魚類相を形成することが知られる（藤原・本村，

2016; Miki et al., 2017；畑，2018；三木，2019）．

内之浦湾の魚類相調査の過程で，2018年 12月

5日，1個体のキビレヒイラギ Photopectoralis 

aureus (Abe and Haneda, 1972)が得られた．本種は

これまで日本国内において鹿児島県薩摩半島西岸

と沖縄島からのみ記録されており（木村ほか，

2006；瀬能，2013；藤原・本村，2016），内之浦

湾産の標本は本種の九州太平洋沿岸における初め

ての記録となると同時に，日本国内における 3例

目の記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)と

Kimura et al.（2003）にしたがった．標準体長は

体長と表記し，体各部の計測はノギスを用いて 0.1 

mmまでおこなった．キビレヒイラギの生鮮時の

体色の記載は，固定前に撮影された内之浦湾産標

本（KAUM–I. 123908）のカラー写真に基づく．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿

児島大学総合研究博物館に保管されており，上記

の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され

ている．本研究において使用した研究機関略号は

以下の通り．HMNH－庄原市立比和自然科学博

物館；KAUM－鹿児島大学総合研究博物館．なお，

ヒイラギ科各種の分属，和名と学名の対応関係は

木村ほか（2008）にしたがった．

　結果と考察

Photopectoralis aureus (Abe and Haneda, 1972)

キビレヒイラギ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 123908, 体長 68.2 mm，鹿児島

県肝属郡肝付町内之浦湾（31°17′N, 131°05′E），

水深 35 m，2018年 12月 5日，定置網，畑　晴陵・

大隅半島東岸の内之浦湾から得られた
キビレヒイラギ （スズキ目 ： ヒイラギ科）
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萬代あゆみ・川間公達．

記載　背鰭鰭条数 VIII, 16；臀鰭鰭条数 III, 14；

胸鰭軟条数 18；腹鰭鰭条数 I, 5；第 1鰓弓鰓耙数

4 + 19 = 23．

体各部の体長に対する割合（%）：頭長 27.6；

背鰭前長 39.2；背鰭基底長 58.4；胸鰭前長 29.1；

腹鰭前長 36.0；臀鰭前長 52.3；胸鰭基底上端から

腹鰭起部までの距離 20.5；腹鰭起部から臀鰭起部

までの距離 20.8；尾柄長 9.0；体高 40.4．

体各部の頭長に対する割合（%）：吻長 29.0；

眼径 37.1；上顎長 40.3；後部主上顎骨長 21.4；下

顎長 39.7；眼隔域幅 26.9；背鰭第 1棘長 6.1；背

鰭第 2棘長 55.9；背鰭第 3棘長 51.9；臀鰭第 1棘

長 6.5；臀鰭第 2棘長 37.3；臀鰭第 3棘長 37.0；

胸鰭長 74.0；腹鰭棘長 26.4．

体は前後方向に長い楕円形を呈し，強く側扁

する．体背縁は吻端から背鰭起部にかけて緩やか

に上昇し，そこから尾鰭基底上端にかけて極めて

緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端から臀鰭起

部にかけて下降し，そこから尾鰭基底下端にかけ

て緩やかに上昇する．腹鰭起部は鰓蓋後端直下に

位置し，たたんだ腹鰭の後端は背鰭起部直下に達

しない．胸鰭基底上端は腹鰭起部よりもわずかに

後方，吻端よりもわずかに下方に位置し，胸鰭基

底下端は腹鰭基底後端よりも後方，眼の下縁より

も下方に位置する．胸鰭後端は尖り，背鰭第 6棘

起部直下に達する．胸鰭の後縁はほぼ直線状を呈

し，上縁と下縁はそれぞれ上方と下方にわずかに

膨出する．背鰭起部は臀鰭起部よりも遙かに前方，

背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上にそれぞれ位置

する．背鰭背縁は背鰭起部から第 2棘後端にかけ

て上昇し，そこから第 8棘後端にかけて下降した

後，第 1軟条後端にかけてわずかに上昇する．軟

条部における背鰭背縁は体背縁とほぼ平行．臀鰭

起部は背鰭第 7棘起部直下に位置する．臀鰭棘は

第 2棘が最長で，第 1棘が最短．臀鰭腹縁は臀鰭

起部から第 2棘後端にかけて下降し，そこから第

3棘後端にかけて上昇，第 1軟条後端にかけて再

びわずかに下降する．軟条部における臀鰭腹縁は

体腹縁とほぼ平行．尾鰭は二叉型を呈し，両葉の

後端は尖る．両顎に尖った円錐歯が 1列に並ぶ．

口は開口時，筒状を呈し，前方に突出する．眼と

瞳孔はいずれもほぼ正円形．鼻孔は 2対で互いに

近接し，眼の前方に位置する．前鰓蓋骨と鰓蓋の

後縁はいずれも円滑．前鰓蓋骨下縁は弱い鋸歯状

を呈する．頭部と胸部は無鱗．胸部を除く体は細

かい円鱗に被われる．側線は不完全で，鰓蓋上部

後方から始まり，体背縁とほぼ平行に上昇し，背

Fig. 1. Fresh specimen of Photopectoralis aureus, Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, southern Japan (KAUM–I. 123908, 68.2 mm 
standard length).
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鰭起部直下でわずかに下方に屈曲する．側線は背

鰭第 3から第 5棘基底直下においてわずかに下方

に波打ち，第 6棘基底直下付近でわずかに上昇し

たのち，体背縁とほぼ平行となり，背鰭第 7軟条

起部直下付近で終わる．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に銀白色を呈

し，体側上部ではやや暗くなる．側線よりも上方

の体側には不明瞭な暗色斑が散在する．吻端は黒

色．眼の上部から背鰭起部にかけて，幅の狭い黒

色域がある．眼の下縁から下顎関節部にかけて細

い黒色帯がある．背鰭各棘には黒色色素胞が疎ら

に分布する．背鰭軟条はほぼ無色透明．背鰭棘間

の鰭膜の上部は黄色を呈し，黒色色素胞が散在す

る．背鰭軟条部は前部において上縁は黒色を呈し，

後部は一様に無色透明．胸鰭は一様にほぼ無色透

明を呈し，わずかに黄色がかる．腹鰭は銀色を呈

する棘を除き，一様に無色透明．臀鰭はほぼ一様

に無色透明を呈し，前部の鰭条間の鰭膜は鮮やか

な黄色．尾鰭はわずかに黄色がかり，後縁は黒色．

虹彩と瞳孔は銀白色と黒色をそれぞれ呈する．

分布　日本，台湾，フィリピン，タイランド湾，

シンガポール，インドネシア，ティモール海，お

よびアラフラ海から記録されている（Woodland 

et al., 2001; Kimura et al., 2003；木村ほか，2006; 

Chakrabarty et al., 2010；瀬能，2013）．日本国内

においては鹿児島県薩摩半島西岸笠沙と沖縄島か

らのみ記録されており（木村ほか，2006；瀬能，

2013；藤原・本村，2016），本研究において大隅

半島東岸における分布も確認された．

備考　内之浦湾産の標本は，口が前方に突出

すること，両顎に鋭い 1列の円錐歯が並ぶこと，

眼の下縁から下顎関節部にかけて細い黒色帯があ

ること，側線が不完全であることなどが，Kimura 

et al. (2003)によって定義された Leiognathus属の

Leiognathus aureus種群の特徴と一致した．なお，

Sparks et al. (2005) は Kimura et al. (2005) の L. 

aureus種群にネッタイヒイラギ P. bindusを加え

た 4種を Photopectoralis属とし（瀬能，2013），

木村ほか（2008）は Photopectoralis属に対して標

準 和 名 キ ビ レ ヒ イ ラ ギ 属 を 提 唱 し た．

Photopectoralis属にはキビレヒイラギとネッタイ

ヒイラギのほか，Photopectoralis hataii (Abe and 

Haneda, 1972)と Photopectoralis panayensis (Kimura 

and Dunlap, 2003)の計 4有効種が含まれる（Sparks 

et al., 2005）．

キビレヒイラギはネッタイヒイラギと比較し

て，体高が低く，体長の 31–45%（ネッタイヒイ

ラギでは 44–58%）であること，眼の下縁から下

顎関節部に向かう黒色線があること（ない）など

により，P. hataiiと比較して，背鰭基底部に黒色

斑がないことなどにより（P. hataiiでは顕著な黒

色斑がある）識別され，また，P. panayensisと比

較して，体高が低く，体長の 31–45%（P. panay-

ensisでは 41–51%）であること，後部主上顎骨が

短く頭長の 15–23%（21–25%）であること，胸部

が被鱗しないこと（胸部は一様に被鱗する），お

よび項部に黒色斑がないこと（顕著な黒色斑を有

する）などによって識別される（Kimura et al., 

2003；瀬能，2013）．

本研究において記載をおこなった内之浦湾産

標本は体各部の体色や計測値，被鱗状況などが

Kimura et al.（2003）や瀬能（2013）の報告した

キビレヒイラギの標徴とよく一致したため，本種

と同定された．また，記載標本から得られた計数・

計測値は Kimura et al. (2003)と木村ほか（2006）

によってそれぞれ示されたLeiognathus aureusとP. 

aureusの値とよく一致した．なお，Kimura et al. 

(2003)と木村ほか（2006）は本種の側線が背鰭第

12から 16軟条基底直下で終わるとしているが，

本研究の記載標本の側線は第 7軟条起部直下で終

わっている．本研究においては側線終点の差異を

種内変異とみなした．

キビレヒイラギは，木村ほか（2006）によっ

て沖縄島今帰仁村運天港から得られ得た体長 37–

43 mmの 2個体（HMNH-P 8200, 8201）に基づき

日本から初めて報告された．その後，藤原・本村

（2016）は鹿児島県薩摩半島西岸に位置する笠沙

町から得られた本種 1個体（KAUM–I. 20533，体

長 63.3 mm）を報告した．それ以降，キビレヒイ

ラギは日本沿岸から報告されておらず，本報告は

本種の日本沿岸における 3例目の記録となる．

キビレヒイラギは台湾においては普通種であ
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り，大量に漁獲され，食用に供される（Chakrabarty 

et al., 2010）．しかし，本研究の記載標本をおこなっ

た内之浦湾産標本は，単独で漁獲されており，ま

た，著者らによる 5年以上にわたる内之浦湾の魚

類相調査においても確認されていない（小枝ほか，

2018）．さらに，藤原・本村（2016）によるキビ

レヒイラギの記録がある笠沙においても，その後

も継続的に魚類相調査がおこなわれているにも関

わらず，彼らの報告した個体ともう 1個体

（KAUM–I. 129653，体長 73.1 mm）が得られてい

るに過ぎない．したがって，鹿児島県本土におけ

るキビレヒイラギの出現は黒潮の運搬による偶発

的な，極めて稀な事象であると考えられる．

なお，キビレヒイラギはアラフラ海において

は水深 70–140 mに生息するとされているが

（Woodland et al., 2001），鹿児島県本土産標本は水

深 27–36 m地点に設置された定置網により得られ

ており（藤原・本村，2016；本研究），キビレヒ

イラギの鹿児島県本土近海における出現水深はア

ラフラ海におけるものよりも浅いものと思われ

る．

比較標本　キビレヒイラギ 2個体：KAUM–I. 

20533，体長 63.3 mm，鹿児島県南さつま市笠沙

町片浦崎ノ山東側（31°25′44″N, 130°11′49″E），水

深 27 m，2008年 11月 10日，定置網，伊東正英；

KAUM–I. 129653，体長 73.1 mm，鹿児島県南さ

つま市笠沙町片浦高崎山地先（31°25′44″N, 

130°10′25″E），水深 36 m，2019年 3月 8日，定

置網，伊東正英．
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